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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第66期

第３四半期連結
累計期間

第67期
第３四半期連結
累計期間

第66期
第３四半期連結
会計期間

第67期
第３四半期連結
会計期間

第66期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
12月31日

自平成21年
４月１日
至平成21年
12月31日

自平成20年
10月１日
至平成20年
12月31日

自平成21年
10月１日
至平成21年
12月31日

自平成20年
４月１日
至平成21年
３月31日

売上高（千円） 4,929,1884,036,7781,578,8331,402,0236,271,267

経常利益（千円） 754,775 375,807 222,475 166,971 915,947

四半期（当期）純利益（千円） 511,243 288,737 212,850 120,885 606,738

純資産額（千円） － － 7,491,3427,698,3757,658,572

総資産額（千円） － － 8,995,0289,163,8029,362,663

１株当たり純資産額（円） － － 1,142.591,174.801,168.73

１株当たり四半期（当期）純利益

（円）
77.81 44.06 32.42 18.45 92.40

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益（円）
－ － － － －

自己資本比率（％） － － 83.3 84.0 81.8

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
592,660 578,983 － － 928,789

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△343,410△426,557 － － △345,474

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△217,063△213,879 － － △250,605

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ － 2,185,9852,439,9312,507,479

従業員数（人） － － 440 428 442

　（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しな

いため記載しておりません。

３　売上高には消費税等は含まれておりません。
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２【事業の内容】

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社および当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

 

３【関係会社の状況】

　当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成21年12月31日現在

従業員数（人） 428（67） 

　（注）１　従業員数は就業人員であります。

２　従業員数欄の（　）は、臨時従業員の当第３四半期連結会計期間の平均雇用人員数であり、外数であります。

 

(2）提出会社の状況

 平成21年12月31日現在

従業員数（人） 212（50） 

　（注）１　従業員数は就業人員であります。

２　従業員数欄の（　）は、臨時従業員の当第３四半期会計期間の平均雇用人員数であり、外数であります。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当社グループは同種同系列の自動調整弁を専ら製造販売しておりますので、事業の種類別セグメントと関連づけ

ての生産実績を記載しておりません。

　また、タイ国における生産子会社ヨシタケ・ワークス・タイランド㈱において自動調整弁の材料を鋳造しており

ますが、品目別の生産実績の把握が困難なため、品目別の生産実績についても記載しておりません。なお、事業の種

類別セグメントの生産実績に代えて、当第３四半期連結会計期間における提出会社の品目別の生産実績を示すと次

のとおりであります。

品目別生産実績

品目 生産高（千円） 前年同四半期比（％）

自動調整弁 604,273 83.1

ストレーナ 83,470 75.0

その他 42,151 67.6

合計 729,894 81.0

　（注）１　金額は予定製造原価によっております。

２　上記金額には、消費税等は含まれておりません。

(2）受注実績

　当社グループは受注見込みによる生産方式をとっておりますので、該当事項はありません。

(3）販売実績

　当社グループは同種同系列の自動調整弁を専ら製造販売しておりますので、事業の種類別セグメントと関連づけ

ての販売実績を記載しておりません。事業の種類別セグメントの販売実績に代えて、当第３四半期連結会計期間に

おける品目別の販売実績を示すと次のとおりであります。

品目別販売実績

品目 販売高（千円） 前年同四半期比（％）

自動調整弁 1,112,407　 98.7　

ストレーナ 65,635　 40.7　

その他 223,980　 77.2　

合計 1,402,023　 88.8　

　（注）１　前第３四半期連結会計期間および当第３四半期連結会計期間における主な相手先別の販売実績および当該販

売実績の総販売実績に対する割合は次のとおりであります。

相手先
前第３四半期連結会計期間 当第３四半期連結会計期間

販売高（千円） 割合（％） 販売高（千円） 割合（％）

㈱オータケ 206,397 13.1 164,927 11.8

２　上記金額には、消費税等は含まれておりません。
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２【事業等のリスク】

　当第３四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券

報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　　

３【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

 (1）業績の状況

　当第３四半期連結会計期間における我が国の経済は、在庫調整の進展や政府経済対策の効果等により緩やかな回

復への兆しを示しております。しかしながら、民間設備投資、住宅投資ともに低迷が続き、雇用情勢にも厳しさが残

るなど、先行きについては予断を許さない状況が続いています。

　当社グループにおきましても、主要顧客である建設業界の経営環境が厳しさを増す中、受注減少に伴う操業短縮

を余儀なくされるなど、引き続き先行き不透明感の強い経営状況が続きました。

　このような状況の下、当社グループは引き続き積極的な提案営業を展開しましたが、需要の減少の影響は大きく、

連結売上高は14億２百万円（前年同期比11.2％減）となりました。

　所在地別セグメント毎の売上高（セグメント間の内部取引高を含む）は以下のとおりであります。

　日　　　本：13億98百万円（前年同期比11.0％減）

　東南アジア：１億62百万円（前年同期比18.9％減）

　損益面では、生産の効率化、工数低減やコスト削減を強力に推し進めましたが、売上の減少をカバーするには至ら

ず、所在地別セグメント毎の営業利益（セグメント間の内部取引高を含む）は以下のとおりとなりました。

　日　　　本：　　83百万円（前年同期比39.2％減）

　東南アジア：　　11百万円（前年同期比55.4％減）

　また、経常利益は１億66百万円（前年同期比24.9％減）、四半期純利益は１億20百万円（前年同期比43.2％減）

を計上いたしました。

 

(2）キャッシュ・フローの状況

　当第３四半期連結会計期間におけるキャッシュ・フローの状況につきましては、営業活動によるキャッシュ・フ

ローは57百万円の収入となり、前年同期の53百万円の収入に比べて３百万円の増加となりました。その主な内容

は、税金等調整前四半期純利益が前年同期に比べて50百万円減少し１億71百万円となったものの、仕入債務が１億

11百万円増加したこと、法人税等の支払額が前年同期に比べて72百万円減少したことなどによります。

　投資活動によるキャッシュ・フローは32百万円の支出となり、前年同期の36百万円の支出に比べて３百万円の支

出の減少となりました。その主な内容は、有形固定資産の取得による支出が前年同期に比べて10百万円増加したも

のの、前年同期にはなかった保険積立金の解約による収入14百万円を当第３四半期連結会計期間に計上したこと

などによります。

　財務活動によるキャッシュ・フローは４百万円の支出となり、前年同期の12百万円の支出と比べて８百万円の支

出の減少となりました。その主な内容は、前年同期に計上した自己株式の取得による支出９百万円が当第３四半期

連結会計期間においてはなかったことなどによるものであります。

　これらに為替換算差額を合わせた結果、現金及び現金同等物は前連結会計年度末に比べ、67百万円減少し、24億39

百万円となりました。

 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4）研究開発活動

　当第３四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、44百万円であります。

　なお、当第３四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第３四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありま

せん。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

(1)【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 22,665,878

計 22,665,878

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成21年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成22年２月12日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 6,967,473 6,967,473ジャスダック証券取引所
単元株式数は100株で

あります。

計 6,967,473 6,967,473 ― ―

 

(2)【新株予約権等の状況】

旧商法に基づき発行した新株予約権は、次のとおりであります。

株主総会の特別決議日（平成17年６月24日）

 
第３四半期会計期間末現在
（平成21年12月31日）

新株予約権の数（個） 250（注）１

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） ― 

新株予約権の目的となる株式の種類
普通株式

単元株式数は100株であります。

新株予約権の目的となる株式の数（株） 250,000

新株予約権の行使時の払込金額（円） 945（注）２

新株予約権の行使期間
平成19年７月１日から

平成24年６月30日まで

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の

発行価格及び資本組入額（円）

発行価格　　　945

資本組入額　　473

新株予約権の行使の条件 （注）３

新株予約権の譲渡に関する事項
新株予約権の譲渡については当社取締役会の承認を要

する。

代用払込みに関する事項 ― 

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ― 

　（注）１　新株予約権１個につき目的となる株式数は1,000株とする。なお、当社が株式分割または株式併合を行う場合

は、次の算式により目的となる株式の数を調整するものとする。ただし、かかる調整は新株予約権のうち、当該

時点で行使されていない新株予約権の目的となる株式の数について行われ、調整の結果生じる１株未満の端

数については、これを切り捨てるものとする。

調整後株式数＝調整前株式数×分割・併合の比率

また、当社が他社と吸収合併もしくは新設合併を行い本件新株予約権が継承される場合、または当社が新設

分割もしくは吸収分割を行う場合は、当社は必要と認める株式数の調整を行う。

EDINET提出書類

株式会社ヨシタケ(E01683)

四半期報告書

 7/26



２　新株予約権発行後、当社が株式分割または株式併合を行う場合は、次の算式により行使価額を調整し、調整に

よる１円未満の端数は切り上げる。

調整後行使価額＝調整前行使価額　×
1

分割・併合の比率

また、時価を下回る価格で、新株を発行する場合または自己株式を処分する場合（新株予約権の行使および

「商法等の一部を改正する等の法律」（平成13年法律第79号）施行前の旧商法第210条ノ２に定める株式の

譲渡の請求に従って行われる場合を除く）は、次の算式により行使価額を調整し、調整による１円未満の端

数は切り上げる。

 
既発行株式数＋

新規発行株式数 × １株当たりの払込金額

調整後行使価額 ＝ 調整前行使価額 ×
新規発行前の株価

既発行株式数 ＋ 新規発行による増加株式数

上記計算式において「既発行株式数」とは、当社の発行済株式総数から当社が保有する自己株式を控除した

数とし、自己株式の処分を行う場合には「新株発行」を「自己株式の処分」、「１株当たりの払込金額」を

「１株当たりの処分金額」と読み替えるものとする。さらに、当社が他社と吸収合併もしくは新設合併を行

い本件新株予約権が承継される場合または当社が新設分割もしくは吸収分割を行う場合は、当社は必要と認

める行使価額の調整を行う。

３　新株予約権の行使の条件

①　新株予約権の割り当てを受けた者は、権利行使時において、当社取締役、監査役、執行役員または従業員の地

位を保有していることあるいは当社と顧問契約を締結している場合に限る。ただし、新株予約権の割り当

てを受けた者が、当社を任期満了により退任した場合または定年退職その他取締役会が認める事由により

退職した場合はこの限りではない。

②　新株予約権の割り当てを受けた者が権利行使期間到来後に死亡した場合は、相続人が権利を行使すること

ができる。

③　その他の条件については、当社と新株予約権の割り当てを受けたものとの間で締結した「新株予約権割当

契約書」で定めるところによる。

 

(3)【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

(4)【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式　
総数増減数
（株）

発行済株式　
総数残高
　（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成21年10月１日～

平成21年12月31日
― 6,967,473 ― 1,908,674 ― 2,657,539
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(5)【大株主の状況】

　大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ

ん。

(6)【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成21年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

①【発行済株式】

 平成21年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式    414,500 ― 単元株式数は100株であります。

完全議決権株式（その他） 普通株式  6,550,700 65,507同上

単元未満株式 普通株式      2,273 ― ―

発行済株式総数 6,967,473 ― ―

総株主の議決権 ― 65,507 ―

 

②【自己株式等】

 平成21年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

㈱ヨシタケ
名古屋市瑞穂区二野町

７－３
414,500 ―　 414,500 5.94

計 ― 414,500 ―　 414,500 5.94

 

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成21年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高（円） 575 573 551 725 670 595 590 579 560

最低（円） 500 490 520 553 570 540 552 541 501

　（注）　最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。

 

３【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平成20年12月31日まで）および前第３四半期連結累計期

間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第３四半期連

結会計期間（平成21年10月１日から平成21年12月31日まで）および当第３四半期連結累計期間（平成21年４月１日

から平成21年12月31日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平

成20年12月31日まで）および前第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四

半期連結財務諸表については監査法人トーマツによる四半期レビューを受け、また、当第３四半期連結会計期間（平

成21年10月１日から平成21年12月31日まで）および当第３四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年12

月31日まで）に係る四半期連結財務諸表については有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けており

ます。

　なお、監査法人トーマツは、監査法人の種類の変更により、平成21年７月１日をもって有限責任監査法人トーマツと

なっております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,489,495 2,556,945

受取手形及び売掛金 ※
 1,710,798 1,849,564

商品及び製品 467,222 536,969

仕掛品 254,704 310,507

原材料及び貯蔵品 546,976 529,873

その他 173,041 108,475

流動資産合計 5,642,240 5,892,336

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 1,943,210 1,945,595

減価償却累計額 △1,375,889 △1,344,181

建物及び構築物（純額） 567,320 601,413

機械装置及び運搬具 1,897,989 1,864,169

減価償却累計額 △1,482,270 △1,444,804

機械装置及び運搬具（純額） 415,718 419,364

土地 464,897 464,897

リース資産 79,783 79,783

減価償却累計額 △12,189 △2,216

リース資産（純額） 67,594 77,566

その他 766,687 742,984

減価償却累計額 △693,677 △675,599

その他（純額） 73,010 67,385

有形固定資産合計 1,588,540 1,630,627

無形固定資産

のれん 64,095 93,783

その他 76,535 89,355

無形固定資産合計 140,630 183,139

投資その他の資産

投資有価証券 1,388,607 1,270,225

その他 422,522 404,986

貸倒引当金 △18,739 △18,651

投資その他の資産合計 1,792,390 1,656,559

固定資産合計 3,521,562 3,470,326

資産合計 9,163,802 9,362,663
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※
 591,252 571,792

未払法人税等 14,817 89,527

賞与引当金 71,683 153,886

その他 231,133 330,220

流動負債合計 908,886 1,145,426

固定負債

長期借入金 972 3,978

リース債務 57,385 67,834

退職給付引当金 280,909 281,954

役員退職慰労引当金 217,272 204,897

固定負債合計 556,539 558,664

負債合計 1,465,426 1,704,090

純資産の部

株主資本

資本金 1,908,674 1,908,674

資本剰余金 2,657,905 2,657,905

利益剰余金 3,759,923 3,667,774

自己株式 △333,745 △333,745

株主資本合計 7,992,758 7,900,608

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 24,903 14,784

繰延ヘッジ損益 12,252 －

為替換算調整勘定 △331,538 △256,820

評価・換算差額等合計 △294,382 △242,035

純資産合計 7,698,375 7,658,572

負債純資産合計 9,163,802 9,362,663
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

売上高 4,929,188 4,036,778

売上原価 2,738,545 2,332,238

売上総利益 2,190,642 1,704,540

販売費及び一般管理費 ※
 1,620,412

※
 1,522,161

営業利益 570,230 182,378

営業外収益

受取利息 3,530 9,911

受取配当金 3,024 2,617

持分法による投資利益 206,642 190,310

その他 17,370 16,651

営業外収益合計 230,568 219,490

営業外費用

支払利息 1,412 1,550

売上割引 9,634 7,481

租税公課 － 5,172

為替差損 27,254 9,194

その他 7,721 2,662

営業外費用合計 46,022 26,062

経常利益 754,775 375,807

特別利益

貸倒引当金戻入額 40 599

固定資産売却益 － 4,932

特別利益合計 40 5,532

特別損失

固定資産除売却損 3,039 852

特別損失合計 3,039 852

税金等調整前四半期純利益 751,776 380,487

法人税、住民税及び事業税 192,000 49,005

過年度法人税等 － 8,935

法人税等調整額 48,532 33,809

法人税等合計 240,532 91,750

四半期純利益 511,243 288,737
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日
　至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日
　至　平成21年12月31日)

売上高 1,578,833 1,402,023

売上原価 880,980 797,641

売上総利益 697,852 604,382

販売費及び一般管理費 ※
 534,682

※
 503,018

営業利益 163,170 101,364

営業外収益

受取利息 1,877 3,733

受取配当金 267 294

持分法による投資利益 76,409 57,055

その他 4,192 8,534

営業外収益合計 82,746 69,618

営業外費用

支払利息 431 509

売上割引 3,234 2,670

為替差損 19,428 －

その他 346 830

営業外費用合計 23,441 4,010

経常利益 222,475 166,971

特別利益

貸倒引当金戻入額 100 30

固定資産売却益 － 4,396

特別利益合計 100 4,426

特別損失

固定資産除売却損 686 146

特別損失合計 686 146

税金等調整前四半期純利益 221,889 171,251

法人税、住民税及び事業税 △28,500 22,621

法人税等調整額 37,538 27,744

法人税等合計 9,038 50,365

四半期純利益 212,850 120,885
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 751,776 380,487

減価償却費 145,262 145,475

のれん償却額 25,701 29,688

賞与引当金の増減額（△は減少） △70,603 △82,203

退職給付引当金の増減額（△は減少） 36,298 △1,045

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △30,856 12,375

貸倒引当金の増減額（△は減少） △40 87

受取利息及び受取配当金 △6,555 △12,529

支払利息 1,412 1,550

為替差損益（△は益） 31,408 7,332

持分法による投資損益（△は益） 26,637 55,272

固定資産除売却損益（△は益） 3,039 △4,080

売上債権の増減額（△は増加） 172,286 138,720

たな卸資産の増減額（△は増加） △20,944 108,591

仕入債務の増減額（△は減少） △72,564 16,587

その他 △36,402 △19,916

小計 955,856 776,393

利息及び配当金の受取額 4,933 11,024

利息の支払額 △1,412 △1,550

法人税等の支払額 △366,717 △206,884

営業活動によるキャッシュ・フロー 592,660 578,983

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △64,125 △63,696

定期預金の払戻による収入 64,021 55,349

有形固定資産の取得による支出 △86,147 △116,764

有形固定資産の売却による収入 830 5,193

無形固定資産の取得による支出 － △73,000

投資有価証券の取得による支出 △300,817 △233,776

保険積立金の解約による収入 52,558 14,593

その他の支出 △17,837 △23,875

その他の収入 8,106 9,419

投資活動によるキャッシュ・フロー △343,410 △426,557

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △10,497 △6,881

自己株式の取得による支出 △9,374 －

配当金の支払額 △197,191 △196,587

リース債務の返済による支出 － △10,410

財務活動によるキャッシュ・フロー △217,063 △213,879

現金及び現金同等物に係る換算差額 △35,891 △6,093

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △3,704 △67,547

現金及び現金同等物の期首残高 2,189,689 2,507,479

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 2,185,985

※
 2,439,931
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【表示方法の変更】

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

（四半期連結貸借対照表関係）

１．前第３四半期連結会計期間において、流動資産の「その他」に含めていた「貯蔵品」（19,728千円）は、「財務諸

表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成20年８月７日　内閣府令第50号）

が適用となることに伴い、第１四半期連結会計期間より「原材料及び貯蔵品」に含めて表示しております。なお、当第

３四半期連結会計期間の「原材料及び貯蔵品」に含まれている「貯蔵品」は25,079千円であります。

２．前第３四半期連結会計期間において、流動負債に表示しておりました「短期借入金」は、重要性が乏しくなったた

め、「その他」に含めて表示しております。なお、当第３四半期連結会計期間の流動負債「その他」に含まれている

「短期借入金」は4,008千円であります。

　

【簡便な会計処理】

　
当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

棚卸資産の評価方法 　当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略

し、第２四半期連結会計期間末の実地棚卸高を基礎として合理的な方法によ

り算定する方法によっております。

【追加情報】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

（重要なヘッジ会計の方法）

　当第３四半期連結会計期間において、原材料購入取引の一部に対して原材料価格に関するスワップ取引を実施しており

ます。

　原材料価格に関する当社のヘッジ会計の方法は、次のとおりであります。

（イ）ヘッジ会計の方法

　繰延ヘッジ処理によっております。　

（ロ）ヘッジ手段とヘッジ対象

　（ヘッジ手段）　コモディティスワップ

　（ヘッジ対象）　原材料

（ハ）ヘッジ方針

　当社におけるデリバティブ取引のリスク管理方針に基づき、原材料購入価額変動リスクを一定の範囲内でヘッジす

る目的でデリバティブ取引を行っております。

（ニ）ヘッジ有効性評価の方法

　ヘッジ開始時から有効性判定時点までの期間において、ヘッジ対象とヘッジ手段のキャッシュ・フロー変動の累計

を比較し、両者の変動額等を基礎にしてヘッジ有効性を評価しております。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

 

当第３四半期連結会計期間末
（平成21年12月31日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

　※　四半期連結会計期間末日満期手形

　当第３四半期連結会計期間の末日は休日であります

が、満期日に決済が行われものとして処理しておりま

す。当第３四半期連結会計期間末日満期手形の金額は、

次のとおりであります。

受取手形 51,674千円
支払手形 86,163千円

　　　　　　　　　―――――――

 
 

次へ
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（四半期連結損益計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

※　　販売費及び一般管理費の主要な費目と金額は次のと

おりであります。

役員退職慰労引当金繰入額 12,793千円

給料 617,526千円

賞与引当金繰入額 49,785千円

退職給付費用 57,993千円

※　　販売費及び一般管理費の主要な費目と金額は次のと

おりであります。

役員退職慰労引当金繰入額 12,375千円

給料 605,358千円

賞与引当金繰入額 44,872千円

退職給付費用 30,748千円

前第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

※　　販売費及び一般管理費の主要な費目と金額は次のと

おりであります。

役員退職慰労引当金繰入額 4,126千円

給料 176,499千円

賞与引当金繰入額 49,785千円

退職給付費用 25,041千円

※　　販売費及び一般管理費の主要な費目と金額は次のと

おりであります。

役員退職慰労引当金繰入額 4,125千円

給料 172,436千円

賞与引当金繰入額 44,872千円

退職給付費用 11,642千円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 2,245,140千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △59,155千円

現金及び現金同等物 2,185,985千円

 

現金及び預金勘定 2,489,495千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △49,564千円

現金及び現金同等物 2,439,931千円

 
 

（株主資本等関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成21年12月31日）および当第３四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　

至　平成21年12月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式  6,967千株

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式  414千株

３．配当に関する事項

　配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
 配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資　

平成21年６月26日

定時株主総会
普通株式 196,587 30平成21年３月31日平成21年６月27日利益剰余金　
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

　当社および連結子会社は前第３四半期連結会計期間（自平成20年10月１日　至平成20年12月31日）および当第

３四半期連結会計期間（自平成21年10月１日　至平成21年12月31日）ならびに前第３四半期連結累計期間（自平

成20年４月１日　至平成20年12月31日）および当第３四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年12

月31日）における製品の種類・性質、製造方法、販売市場等の類似性から判断して、同種同系列の自動調整弁を専

ら製造販売しているので、事業の種類別セグメント情報は記載しておりません。

 

【所在地別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間（自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日）

 
日本
（千円）

東南アジア
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高                  

(1）外部顧客に対する売上高 1,571,434 7,399 1,578,833 ― 1,578,833

(2）セグメント間の内部売上高又

は振替高
24 193,132 193,156 (193,156) ―

計 1,571,458200,5321,771,990(193,156) 1,578,833

営業利益 137,041 25,491 162,533 637 　　　 163,170

　

当第３四半期連結会計期間（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）

 
日本
（千円）

東南アジア
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高                  

(1）外部顧客に対する売上高 1,396,970 5,053 1,402,023 ― 1,402,023

(2）セグメント間の内部売上高又

は振替高
1,089 157,617 158,707 (158,707) ―

計 1,398,060162,6701,560,730(158,707) 1,402,023

営業利益 83,312 11,370 94,683 6,680 　　　 101,364
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前第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日）

 
日本
（千円）

東南アジア
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高                     

(1）外部顧客に対する売上高 4,887,84241,3464,929,188 ― 4,929,188

(2）セグメント間の内部売上高又

は振替高
2,579 650,491 653,071 (653,071) ―

計 4,890,422691,8375,582,260(653,071) 4,929,188

営業利益 514,481 59,399 573,881 (3,651) 570,230

　

当第３四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日）

 
日本
（千円）

東南アジア
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高                     

(1）外部顧客に対する売上高 4,014,92121,8574,036,778 ― 4,036,778

(2）セグメント間の内部売上高又

は振替高
3,192 450,144 453,336 (453,336) ―

計 4,018,113472,0014,490,115(453,336) 4,036,778

営業利益 127,838 51,309 179,148 3,229 182,378

　（注）１　国又は地域の区分の方法及び各区分に属する主な国又は地域

　(1）国又は地域の区分の方法　　　　　　　地理的な近接度によっております。

　(2）各区分に属する主な国又は地域　　　　東南アジア：タイ

２　会計方針の変更

　前第３四半期連結累計期間

　（棚卸資産の評価に関する会計基準）

　第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準委員会　平成18年７

月５日　企業会計基準第９号）を適用しております。この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べて、

当第３四半期連結累計期間の営業利益が，日本で4,554千円減少しております。

　（連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い）

　第１四半期連結会計期間より「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱

い」（企業会計基準委員会　平成18年５月17日　実務対応報告第18号）を適用しております。この変更に伴

う営業利益に与える影響はありません。
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【海外売上高】

前第３四半期連結会計期間（自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日）

 アジア（千円） その他の地域（千円） 計（千円）

Ⅰ　海外売上高 115,656 67,366 183,023

Ⅱ　連結売上高     ― ― 1,578,833

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上高の割

合
7.3％ 4.3％ 11.6％

　

当第３四半期連結会計期間（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）

 アジア（千円） その他の地域（千円） 計（千円）

Ⅰ　海外売上高 119,451 47,691 167,143

Ⅱ　連結売上高     ― ― 1,402,023

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上高の割

合
8.5％ 3.4％ 11.9％

　

前第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日）

 アジア（千円） その他の地域（千円） 計（千円）

Ⅰ　海外売上高 477,192 243,676 720,869

Ⅱ　連結売上高  ―  ― 4,929,188

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上高の割

合
9.7％ 4.9％ 14.6％

　

当第３四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日）

 アジア（千円） その他の地域（千円） 計（千円）

Ⅰ　海外売上高 388,755 154,184 542,940

Ⅱ　連結売上高  ―  ― 4,036,778

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上高の割

合
9.6％ 3.8％ 13.4％

　（注）１　国又は地域の区分の方法及び各区分に属する主な国又は地域

(1）国又は地域の区分の方法　　　　　　　地理的な近接度によっております。

(2）各区分に属する主な国又は地域　　　　アジア：韓国、台湾、中国、インドネシア、タイ、その他

その他の地域：欧州、豪州、米国、その他

２　海外売上高は、当社および連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。
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（デリバティブ取引関係）

　当第３四半期連結会計期間末（平成21年12月31日）

　当社グループが行うデリバティブ取引は、全てヘッジ会計を適用しているため、記載を省略しております。

　

（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
（平成21年12月31日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

１株当たり純資産額 1,174円80銭 １株当たり純資産額 1,168円73銭

 （注）１株当たり純資産額の算定上の基礎

項目
当第３四半期連結会計期間末
（平成21年12月31日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

 純資産の部の合計額（千円） 7,698,375 7,658,572

 純資産の部の合計額から控除する金額

（千円）
―  ―

 普通株式に係る四半期末（期末）の純資

産額（千円）
7,698,375 7,658,572

１株当たり純資産額の算定に用いられた

四半期末（期末）の普通株式の数（株）
6,552,929 6,552,929

２．１株当たり四半期純利益

前第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

１株当たり四半期純利益 77円81銭

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について

は、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記

載しておりません。

１株当たり四半期純利益 44円06銭

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について

は、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記

載しておりません。

　　　（注）１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

四半期純利益（千円） 511,243 288,737

普通株主に帰属しない金額（千円） ― ―

普通株式に係る四半期純利益（千円） 511,243 288,737

期中平均株式数（株） 6,570,366 6,552,929

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式

で、前連結会計年度末から重要な変動があったもの

の概要

────── ──────
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前第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

１株当たり四半期純利益 32円42銭

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について

は、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記

載しておりません。

１株当たり四半期純利益 18円45銭

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について

は、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記

載しておりません。

　　　（注）１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

 
前第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

四半期純利益（千円） 212,850 120,885

普通株主に帰属しない金額（千円） ― ―

普通株式に係る四半期純利益（千円） 212,850 120,885

期中平均株式数（株） 6,565,091 6,552,929

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式

で、前連結会計年度末から重要な変動があったもの

の概要

────── ──────

 

（重要な後発事象）

　  該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

   平成21年２月13日

株式会社　ヨシタケ  

 取　締　役　会　御　中  

 監査法人　トーマツ  

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 中　浜　明　光　　㊞

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 淺　井　孝　孔　　㊞

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ヨシタケの

平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平成20年

12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ヨシタケ及び連結子会社の平成20年12月31日現在の財政状態、同

日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

   平成22年２月９日

株式会社　ヨシタケ  

 取　締　役　会　御　中  

 有限責任監査法人トーマツ 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 中　浜　明　光　　㊞

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 淺　井　孝　孔　　㊞

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ヨシタケの

平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平成21年

12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ヨシタケ及び連結子会社の平成21年12月31日現在の財政状態、同

日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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